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宗）題経寺　ルンビニー幼稚園

1 . 本園の教育目標

・ 自分と自分以外の人の心と身体を大切にできる子ども（丈夫な身体）
（みほとけにいだかれて　丈夫な身体になりましょう）

・ 人との触れ合いが大好きで、素直で優しい子ども（素直な子ども）
（みほとけにいだかれて　素直な心になりましょう）

・ 自ら進んで様々な活動に参加し、いきいきした子ども（楽しい暮らし）
（みほとけにいだかれて　今日も楽しく暮らしましょう）

2 . 本年度重点的に取り組む目標・計画

一人一人の子どもの情操教育を大切にして、質の高い教育の実践を目指す。

3 . 評価項目の達成及び取り組み状況

評価（A･･･十分に成果があった　B･･･成果があった　C･･･少し成果があった　D･･･成果がなかった）

4 . 総合的な評価結果

評価（A･･･十分に成果があった　B･･･成果があった　C･･･少し成果があった　D･･･成果がなかった）

5 . 今後取り組む課題

6 . 学校関係者評価委員会の評価

課　題 具体的な取り組み方法

　楽しそうに子ども達が自己表現できる豊かな環境で生活している様子がみられた。子どもだけではなく、保護
者の絆もとても深まる場所であり、子ども中心に園づくりがされている様子で園の温かさを実感できた。また、
教育目標のもと一人一人を大切にしたきめの細かい保育がなされ、今後も園の成長を見守っていきたい。

1 環　　境
コロナ禍のために見送りとなっていた行事の見直しや他学年との交流を頻度良く持つ
ことにより、子ども達の更なる繋がりを築いていく取り組み

2 保護者支援
教職員の業務効率化を図り、乳児・支援児理解に時間が割けるよう取り組む。また、
預かり保育の拡充により、働く保護者への支援を提供する。

教職員が恒常的に話し合い、ねらいや内容の見直しを行
い、子ども達の興味関心を導く保育環境を作り上げる。絶
対的信頼により、幼児期での人間関係構築に努める。

評価 理　由

A
教職員に関する評価項目について重点的に取り組んだ結果、一人一人の子どもを大切にした質の高い
保育を実践することができた。また、行事後に常に「ふりかえり」を行い、良かった点を挙げるだけ
でなく、今後への課題を列挙することでより質が高い保育を目指すことが可能になった。

3 安全管理体制の充実 A
防犯カメラ設置による不審者侵入の抑止力を高め、突発的
な怪我要因の探索を実現する。
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評価項目 評価 取り組み状況

2
園内支援体制を整備して、幼児理
解を深める

B
園内研修にて個別援助の必要な子どもについて専門講師を
招き、保護者・関係機関との連携を図り、個別の指導計画
を作成した。

1 教職員の保育資質向上 A
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7 . 新型コロナウイルス感染症に対応した取組

8 . 評価項目と取組に対する自己評価

9 . 総合的な評価結果

発　　信

事前に幼稚園より、会場参加している保護者へ各自カメラのレンズ越しで子ども達の
顔を覗くのではなく、直接その目で見てあげて頂きたいとお願いした甲斐もあって、
ライブ配信をオンタイムで観るのではなく、配信録画された動画を行事以降に見返す
ご家族が多かった。

・行事によっては親は実際に見る機会がないので、子どもの様子などを画面越しではあるが見れて嬉しかったで
す。

・情報発信という点で、幼稚園の掲示板などに近隣住民向けにお知らせ等ができると、良いのかと思いました。
しかしその場合、知らない第三者がSNSに園児をアップしてしまう等の可能性が考えられますので、どこまで情報
発信して良いのか考える点もあると思いますが、ルンビニー幼稚園の良さがもっともっと広がるといいなと思っ
ております。

・コロナ禍で子ども達だけでなく、保護者同士の繋がりが難しくなってしまいました。自分の子どもの様子が見
れる動画は嬉しいですが、横のつながりの大事さも同時に感じました。直接あえる行事がコロナ前のように復活
してほしいものです。

実　　践
保育計画「日案」に沿った保育が出来たかを感覚的ではなく、視覚的に残る動画で確
認することが出来、毎日のふりかえりを具体的に行なうことで、子ども達により良い
保育をするための手段となった。

共有理解
一方通行的な報告となってしまうため、保護者との共有理解に努力を要する一面があ
る。Ｗｅｂアンケートなどで対応策は講じたが、結論までに時間が掛かり過ぎる場合
が多い。

コミュニーケーション
映像・動画などで子ども達の様子を観ることで、保育現状を確認できる事で保護者の
安心感を満たすことが出来たと思います。出来る事なら、これらの媒体を基に保護
者・園児と共に直接話す機会が増えればと願います。

2
自宅待機などで登園出来ない園児に対して、体操や楽器演奏などの実技動画や登園復帰しやすくするた
めの準備動画配信にて保育の維持を継続的に行います。

3
ご高齢の保護者両親および体調不良・単身赴任などの保護者へ運動会・発表会などを自宅で観覧できる
ライブ配信を行い、児童のやる気を促して、各家庭で配信録画された動画を基に家族コミュニケーショ
ンの手助けとなるよう努めます。

評価項目 取組に対する自己評価
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具体的な取り組み方法

1
園内活動・保育ふりかえり及び翌日準備内容を密集を避けるために動画「今日の出来事」としてネット
配信を行います。


